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問題　 新古典派成長モデル（資本減耗のあるケース）

　新古典派成長モデルを前提に考えます。ある経済のマクロ生産関数が、
Yt ＝ AKtαLt１－αで与えられています。
（Yt、Kt、Lt はそれぞれｔ期における産出量、資本ストック、労働人口）
ここで、労働人口は時間を通じて一定で、Lｔ＋１＝ Lｔ≡ Lであるとします。

一方、ｔ期の粗投資を It、資本減耗をｄとしたとき、資本ストックの大きさは、投資によって
Kｔ＋１＝ Kt －ｄ Kｔ＋ Iｔで増加するものとします。また、各期における財市場は均衡していて、
貯蓄率をｓとおくと、Iｔ＝ｓ Yｔとなります。
また、生産関数の係数を A＝ 0.8、α＝　　、資本減耗率ｄ＝ 0.04、貯蓄率ｓ＝ 0.2 とします。

このとき、資本・労働比率（　　）は時間の経過とともにいくらに収束しますか。
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